伝統的地場産業産地における後継者育成と技能継承(1) : 石川県漆器産地の徒弟制度と公的養成制度 by 樋口 博美
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時代は年季 13 年と礼奉公 1 年、明治初期には 9 年、明治後期から大正期には塗師屋（髹漆）で


















センターでの聞き取りによれば、1976（昭和 51）年頃には、それまで 1 つの事業所で毎年 1～2
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うになり、全く何も出来ない者を弟子として入れて一から教えていくという人的余裕が失われ
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あり、未だ合成漆器導入の影響がそれほど大きくない時期でもあった。1960 年の職業教育課程
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沈金、蒔絵と幅広い技術を習得した。1990（平成 2）年までに約 300 人の卒業生が輪島漆器業
に従事している（須山［1992：235］）。 
その後、2008 年に輪島実業高校が輪島高校に併合された際、総合学科漆芸・デザイン系列と
してスタートし、2016 年までに 38 人が学んだが、このうち漆器業へ就職したのは 3 人であっ
た。このような状況を受けて、2017 年 3 月、石川県立輪島高校総合学科漆芸・デザイン系列が
廃止されることになった。「業界の低迷を反映するように志望者が集まらず、（三月）一日に卒





























































から 13 年経った 1985 年に、（あくまでも）重要無形文化財保持者の技術伝承者養成のための「基
礎技術」を習得することを目的とした特別研修課程も設置して、漆器未経験者の受け入れを開
始する。これまで定員 1 学年 5 名であった普通研修課程に対して、特別研修課程では 1 学年 10
名の受け入れを決めている。特別研修課程が設置されると、それまで産地内の子弟が多かった
研修所に漆器初心者が入所できるようになり、入学希望者が全国区に広がり、県外からの入所














































2）1963（昭和 38）年 6 月漆器団地造成促進委員会発足、10 月加賀山中漆器団地協同組合設立、12 月山中
漆器工業団地協同組合が設立し、団地造成の準備が整うと、昭和 42 年 5 月には山中漆器団地第一次造成


























生産額は 1960 年代後半から 1980 年代にかけて著しく増加した。1960 年の輪島塗の生産額は 737,810 千
円から 1965 年には 1,822,000 千円、1975 年 10,013,000 千円、昭和のピーク 1981 年には 15,500,000 千円
と推移している（輪島漆器商工業協同組合資料より）。 
9）出席した関係者の見守る中、徒弟本人と親方、そして徒弟の親と親方が盃を交わす「儀式」である。 
― 47 ― 
10）1890（明治 23）年の小学校令に徒弟学校が位置づけられて制度化が始まった。 



















資格、契約期間、労働時間、賃金に関する規制（第 71 条）が明記された。 
17）職業訓練法（法律第 133 号：1958（昭和 33）年 5 月 2 日）は、政府の行う職業訓練の推進、企業の行
う職業訓練の振興、技能検定制度の創設等を主な目的とする法律である。1969 年に職業訓練法（法律第































山中町史編纂委員会編集（監修 斎藤晃吉）『山中町史 現代編』山中町役場，1995 
山中町史編纂委員会編集（監修 西島明正）『山中町史 完結編』加賀市山中温泉支局，2006 
若林喜三郎編著『山中町史』山中町史刊行会，1959 
輪島市史編纂専門委員会編集（代表 若林喜三郎）『輪島市史資料編第六巻輪島漆器資料』石川
県輪島市役所，1973 
輪島市史編纂専門委員会編集（代表 若林喜三郎）『輪島市史』石川県輪島市役所，1976 
